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２
次
医
療
に
も
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

出
水
地
区
や
甑
島
な
ど
の
遠
方
か
ら

搬
送
さ
れ
て
く
る
場
合
も
多
く
、
北

薩
地
区
の
砦
と
し
て
奮
闘
し
て
お
り

ま
す
。

　

北
薩
地
域
の
唯
一
の
地
域
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
（
産
科
及
び
小

児
科
等
を
備
え
、
周
産
期
に
係
る
比

較
的
高
度
な
医
療
行
為
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
医
療
施
設
の
こ
と
）
と
し

て
通
常
分
娩
だ
け
で
な
く
、
小
児
科
・

内
科
・
麻
酔
科
な
ど
の
先
生
方
の
協

力
の
も
と
、
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
・
合

併
症
を
持
っ
た
妊
婦
さ
ん
に
も
対
応

し
て
い
ま
す
。
34
週
未
満
の
分
娩
は

鹿
児
島
大
学
病
院
・
鹿
児
島
市
立
病

院
に
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

妊
婦
健
診
で
は
た
ま
に
厳
し
い
こ

と
を
言
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
安

心
し
て
出
産
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

も
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
い
。
都
市
部

の
病
院
の
よ
う
な
、
キ
ラ
キ
ラ
し
た

個
室
で
の
分
娩
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
、
経
験
豊
富
な
ス
タ
ッ

フ
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
安
心
し
て
分

娩
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

産
後
の
１
か
月
検
診
で
、
お
母
さ

ん
と
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
赤
ち
ゃ

ん
に
会
う
こ
と
が
心
の
糧
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

当
院
の
婦
人
科
の
手
術
は
、
良
性

だ
け
で
な
く
悪
性
疾
患
、
腹ふ

く
く
う
き
ょ
う

腔
鏡
手

術
ま
で
幅
広
く
治
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

悪
性
疾
患
に
関
し
て
は
、
合
併
症

の
少
な
い
卵
巣
が
ん
、
初
期
の
子
宮

　

済
生
会
川
内
病
院
産
婦
人
科
に

２
０
１
５
年
11
月
１
日
か
ら
常
勤
と

し
て
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
幼
少
時
よ
り
川
内
育
ち
で
す
。

出
産
を
期
に
地
元
の
病
院
で
働
か
せ

て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

全
国
的
に
産
婦
人
科
医
不
足
が
叫

ば
れ
て
い
る
な
か
、
鹿
児
島
県
も
例

外
で
は
な
く
こ
こ
数
年
新
入
局
員
が

い
な
い
状
況
で
す
。
最
近
テ
レ
ビ
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
“コ
ウ
ノ
ド
リ
”

と
い
う
ド
ラ
マ
の
影
響
で
産
婦
人
科

医
が
増
え
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば

か
り
で
す
。
当
産
婦
人
科
は
、
現
在

常
勤
医
師
４
名
、
非
常
勤
医
師
１
名

に
て
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
以
前

の
３
人
体
制
の
頃
よ
り
人
数
は
増
え

て
は
い
ま
す
が
、
松
尾
産
婦
人
科
部

長
に
ま
だ
ま
だ
教
わ
る
こ
と
が
多
く

足
手
ま
と
い
に
な
ら
ぬ
よ
う
日
々
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
、
人
間
ド
ッ
ク
、

産
科
婦
人
科
の
１
次
医
療
に
加
え
て
、

S A Y O R I   N A G A I
永 井　さ よ り

済生会川内病院
産婦人科医

産 婦 人 科 の 紹 介

は
じ
め
に

産
科
に
つ
い
て

婦
人
科
に
つ
い
て
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体
が
ん
な
ど
み
つ
か
れ
ば
で
き
る

だ
け
早
く
手
術
に
持
っ
て
い
き
治
療

を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
当
院
で
手

術
を
行
え
な
い
患
者
さ
ん
も
鹿
児
島

大
学
病
院
を
中
心
と
し
て
が
ん
治
療

の
連
携
が
と
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ス

ム
ー
ズ
に
紹
介
を
行
う
こ
と
が
出
来

ま
す
。

　

良
性
疾
患
に
関
し
て
で
す
が
、
卵

巣
腫し
ゅ
よ
う瘍
等
は
腹
腔
鏡
下
手
術
で
行
っ

て
お
り
ま
す
。
子
宮
疾
患
に
つ
い
て

は
腹
腔
鏡
を
希
望
す
る
場
合
は
鹿
児

島
の
医
師
会
病
院
等
に
紹
介
し
て
お

り
ま
す
。
手
術
時
間
も
短
く
、
傷
も

小
さ
い
の
で
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
は
大
き
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

悪
い
病
気
で
は
な
い
の
で
す
が
、

子
宮
脱
で
悩
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
が

多
い
と
感
じ
ま
す
。
妊
娠
・
分
娩
に

よ
る
子
宮
支
持
組
織
の
脆ぜ

い
じ
ゃ
く
か

弱
化
が
原

因
と
な
り
、
排
尿
・
排
便
機
能
を
障

害
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が

あ
る
場
合
は
患
者
さ
ん
に
よ
っ
て
保

存
的
に
治
療
し
た
り
、
手
術
を
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。
手
術
は
経
腟
的

に
行
い
ま
す
。

D o c t o r ' s  e y e

　

現
在
、
産
科
は
月
曜
日
～
金
曜
日

ま
で
、
婦
人
科
は
月
曜
・
水
曜
～
金

曜
日
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
基
本
的
に
は
予
約
制
で
す
。
産

婦
人
科
は
な
か
な
か
受
診
す
る
の
に

勇
気
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
度
安
心
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

産
婦
人
科
医
師
不
足
の
な
か
、
今

後
も
地
域
連
携
を
し
っ
か
り
と
り
な

が
ら
最
善
の
医
療
を
目
指
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

お
わ
り
に
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Welcome!!3FHigashi-by
oto

　ようこそ3階東病棟へ！

　当病棟は産婦人科25床、他科11床の計36床の混合病棟です。

医師４名、助産師10名、看護師13名、看護補助者２名とにぎやか

な病棟です。当院は地域周産期母子センターの役割を担い、昨年

からはNICUが入る等大きく病棟も変わってきました。

　平成27年の分娩件数は、395件、帝王切開129件あり、赤ちゃ

んの大きな産声が病棟中に響き渡り、私たちはもちろん患者様た

ちもたくさんの元気をもらいました。７年目を迎えた助産師外来

も順調で、二人目、三人目と来て下さる方がおられ、嬉
うれ

しく思います。

　その他手術件数は302件、化学療法も多数実施しています。

　また、在宅や転院に向けた支援が増え、患者様やご家族が望む退院の方向性をコーディネーターと共に考

え援助しています。患者様や家族の望む生活環境の選択は、今後の更なる重要課題と言え、他部門、行政、多

施設との連携が今後必要であり力を入れていきたいと考えています。

　地域の住民の方々が安心・安全なお産ができるような環境を整えるため、県
看護協会や鹿児島大学病院の協力のもと助産師出向システムを実施していま
す。平成 27 年度は東かずみさんが来て下さいました。
　東かずみさんより：9 月から 33 件の分娩介助につき、産婦さんに寄り添う
満足のできるお産にたくさん立ち会えました。この病棟は、助産師と看護師の
協力体制が整っており、とても働きやすく楽しく仕事をすることができました。
今後は済生会での経験を生かし、鹿児島のお産を全力で守っていきます！！

■ 助産師出向システム

　NICUの強化と看護業務の整備を目的とし、鹿児島市立病院へ２週間、原口
優貴助産師が研修に行ってきました。原口優貴助産師より：鹿児島市立病院
の産科・MFICUは、ハイリスク妊産婦を対象にした看護や母体搬送受け入れ
ており、その現状をつぶさに知ることができました。また、NICUでは、早産
児ケアや新生児蘇

そ せ い

生について多くのことを学びました。当院の地域周産期医
療センターとしての役割を改めてじっくり考える機会となりました。この貴
重な経験を今後大いに活かしていきたいと思います。

※ CLoCMiP：助産実践能力習熟段階、ALSO：Advanced Life Support in Obstetrics（周産期救急に効果的に対処できる知識や能力を発展・
維持するための教育コース）、CTG：Cardio Toco Gram（胎児心拍数の判読）、NCPR：Neonatal Caldio-Pulmonary Resuscitation（新
生児蘇生法）、PEARS：Pediatric Emergency Assessment, Recognition, and Stabilization（小児救急 評価・認識・病態安定化）

■ 助産師出向研修

3階東病棟へ
行ってみよう!!

CLoCMiPⅢ取得者　　  ４名
ALSO　　　　　　　  　２名
CTG判読スペシャリスト  ２名
NCPR　Aコース　　　  10名
PEARS Provider　　     1名

取得しています！目標に向ってたくさんの資格を
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枕崎市

森　まり絵
もり え

鹿児島医療センター
ショッピング

　　　　1月から済生会川内病院に働
くことになりました。現在医師4年目で
す。まだまだ不慣れなことだらけで、皆
様にご迷惑をおかけしていると思いま
すが、ご指導の程よろしくお願い致し
ます。

1月
より勤務

新しく当院の医師となった
１名をご紹介いたします。

大規模災害訓練の
実施について

　平成27年11月7日に訓練を実施しました。当院は、

災害拠点病院であり、大規模な災害が発生した場合

は、負傷者の受け入れ等の対応を行う必要がありま

す。今回で5回目の訓練となりましたが、過去におい

ては大地震が発生した事を想定し、多くの負傷者を

受け入れる訓練を行ってきました。

　今回は2部構成に分けた訓練を実施しました。ま

ず、第1部では今まで同様の受け入れ訓練を実施。

第2部では、受け入れ訓練途中で、病院機能が麻
ま ひ

痺、

いわゆる診療不可となったことを想定し、入院中の

重症患者や災害により受け入れた重症患者を他の

病院へ避難させるため、救急車両やバス等の車両

へ患者を搬送する訓練を実施しました。また、避難

負傷者受け入れ（病院トリアージ） 本部より避難についての指示 重症患者を車両（バス）へ搬送

負傷者受け入れ（赤治療ゾーン）

訓練では、受け入れ先病院の調整やドクターヘリ等

の連絡対応についても確認しました。1部の訓練は、

過去の経験によりほぼスムーズな訓練ができました

が、避難訓練では多くの反省点が見つかった訓練と

なりました。

　今回の訓練には、消防局職員、患者役の学生、薬

品、水などの災害協定会社、陸上自衛隊、警察署の

方々、多くの参加協力をいただきました。

　この訓練は当院の訓練のなかでも、最重要訓練で

あり、今後も、実態に沿った内容での訓練を継続的

に実施し、いかなる災害にも対応できる組織・体制作

りを充実させていきたい。

久木野　周作文責：施設整備課長

第５回
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